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を展開して，フラクタル CA パターンの美的価値と応用の可能性を明らかにした．フラクタル CA パタ
ーンは「フラクタル構造を持つセル・オートマトン」に関する研究の成果の一つであるソフトウェア“フ
ラクタルパターンジェネレータ”で生成した．色の選定は「星空」をイメージし，青系統をベースカラ



































1-2. フラクタル CAパターン 
本研究は，フラクタル構造を持つセル・オートマトンの研究（「Cellular automata in fractal 
arrangement」[3]．以下，第 1 研究という）の成果の 1 つとして生成されたフラクタルパターンを活用
する．この第 1 研究では，従来の CA を拡張して自己相似なフラクタル構造を導入し，それをフラクタ






第 1 研究をさらに発展させた研究が，「Fractal arrangement for 2D cellular automata and its 























フラクタル CA パターンの美的価値を情報発信する場とした． 
 
2-1. フラクタルパターンジェネレータ（FGP）の構築 
 まず，FPG の構築については以下のとおりである． 
① 2 値の FPG 
第 1 研究のために作成したソフトウェアであり，2 次元の CA として最も有名な Conway のライフ
ゲーム[6,7]を含む 2 値の外部総和型 CA に分類されるルールを基本とし，それらを拡張したルール系
列から構築されたフラクタル CA を用いてパターンを生成する．  
② 改良版 FPG 
第 2 研究のために作成したソフトウェアで，セルの状態値を 2 値から
2𝑛値(𝑛は整数)に拡張した CA ルールを基本とする．本研究で活用するパ
ターンは，そのうち，可逆性を持つ線形ルールを基本としたものである
（図 1：PC 画面画像）． 






① フラクタル CA パターンの選定 
選定の際には，ファッションデザインの造形美のコンセ
プトを表現できるようにイメージすることが大切である． 
 選定したパターンは図 3(a～i)である． 







100％，112 ㎝幅）とオーガンジー（ポリエステル 100％，122 ㎝幅）の 2 種類である．タフタの印刷最
大幅は約 110 ㎝，オーガンジーの印刷最大幅は約 115 ㎝であった．フラクタルデザインは正方形のパタ
ーンであり，上下左右が送り付けされているため，パターンごとにリピート数（表 1）を決定し印刷し
た．総メーター数はタフタ約 25，3m，オーガンジー17，3m であった． 
発注先は，文化学園ファッションリソースセンターテキスタイル資料室で，価格は 68,310 円であっ
た． 
表 1．フラクタル CA パターンの印刷時リピート数 
図番号 a b c d e f g h I 
タフタ 3 3 3 2 2 2 2 3 3 













図 3. 16 値フラクタル CA レベル 8(512×512 ドット) で生成された
フラクタルパターン．状態値 1 を設定した中央のセル (c, d, g, i) も






察される．そこで本研究では，第 2 研究による改良版 FPG により作成したフラクタル CA パターンを
ファッションデザインに用いて，その芸術性を検証する． 
 ここでは，フラクタルパターンをポスターデザインと映像，およびファッションデザインの 3 種類の
方法で活用し，新しい造形美の手法として提案する． 
 
3-1. ファッションファンタジーワールド 2018でのフラクタル CA活用企画 
 まず，ファッションファンタジーワールド（以下，FFW という．）について説明する．FFW は，本学
オープンキャンパスのオープニングイベントとして情報メディア学科が企画した舞台パフォーマンス
である．2016 年度より開催し，2018 年度で 3 回目となる．ファッションビジネスコースとゲーム・デ
ザインコースのコラボ企画として，舞台上ではファッションショーを，スクリーン上ではプログラミン
グを活用した映像を展開した． 









て，2018 年 7 月 22 日（日）梅花女子大学澤山記念館で開催した．「光」はフラクタル CA パターンの
映像を，「布」はそのテキスタイルをイメージした． 
 ショーの冒頭では，フラクタル性について，高校生向けに解説を挿入した．つぎつぎに変化するフラ
クタル CA パターンの美しい映像を満天の星空と重ね，その美の世界を表現した構成とした． 
 
3-2. FFW2018でのフラクタル CA活用ポスターの制作 





















広告コンペティション（情報メディア学科広告コンペ in 茨木ガーデンキャンパス 2018）の応募数
は 25 であった．2018 年 6 月 13 日のプレゼンテーションには 12 名が参加し賞を競った． 







構成されており，フラクタル CA パターンがポスターデザインへ活用された成功事例である． 
 
    
図 4. フラクタル CA パタ
ーンを背景に活用 
図 5. ドレスの柄にフラク
タル CA パターンを活用 
図 6. FFW2018 に採用され
たデザイン 
図 7. ドレスのデザイン画と合成させた
フラクタル CA パターン映像 
 
 
3-3. FFW2018でのフラクタル CA活用の映像 
本研究の契機となった第 2 研究のフラクタル CA パターンを，ショーの冒頭にビデオで 36 秒間スク
リーン上に投影した．FFW2018 の目的の一つは，このデザインの美的価値が広く認知されることにあ
る．大スクリーン上でつぎつぎに変化するフラクタル CA パターンは，ファッションショーの舞台背景









夢が 1 つなんて誰がきめたのでしょう． 
星の数ほど夢はあるのです． 
満天の星空を見上げれば． 
 美しいフラクタル CA パターンの映像を満天の星空の世界にみたて，ショーを展開した．この映像に
よりショーを効果的に演出することができ，また，観客にこのデザインの美的価値を体感してもらうこ
とに成功した． 
なお，今回の映像は青系統を基調とした 16 色のカラーを用いたが，改良版 FPG は配色を簡単に変更
できるので，制作する映像のコンセプトに従って，異なるイメージを創りだすことが可能である． 
 









トとした相似性をもったデザインとなっている．図 10 は図 3d，f のテキスタイルを組み合わせ，スカ
ート部にラッフルを繰り返すことで相似性を持たせたデザインとなっている．ショーのラストシーンで
























フラクタル理論の CA への応用からもたらされたフラクタル CA パターンが持つ美的価値の有効性
は，FFW2018 で情報発信することができた．今後は，このパターンのファッションやインテリア産業
での実用化をめざす．そこで，本研究で用いたテキスタイルが，より具体的な分野でどのように活用で
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